
人口増加フェーズ 

・若いファミリー世帯が大量に入居 
・こどもが増えたり、両親を呼び寄せたりして世帯人員が増える 

人
口
フ
ェ
ー
ズ 

河内長野市の 
成り立ち 

開発団地の誘導 
～20年で20団地のスピード～ 

市街化調整区域の開発抑制 
～自然環境の保全へ～ 

1954年の人口 
：3万１千人 

2000年の人口 
：12万3千人 

刑法犯認知件数 

府内１位（最少） 

一人当たりの 
都市公園面積 

府内２位 

河内長野市の人口推移 

1０万 

（人） 

・空いた住居に新住民が転入 
・若い夫婦世帯や子育て世帯が増える 
・新たにこどもが誕生する 
・若年人口が増加し、再び地域が 
 活気づいていく 

・こどもが進学・就職・結婚等で独立 
・夫婦のみの世帯が増加 
・寿命により単身世帯が増える 
・やがて単身者も寿命を迎え、 
 世帯数が減っていく 

変
わ
ら
な
い
強
み 

(20１８） 
：１１．２％ 

(20１３） 
：９．６％ 

(２００３） 
：８．７％ 

(2023） 
：12.1％ 

府内１位 府内２位 府内５位 府内11位 

空き家率が極端に少ない状況 

増えた空き家に 
新しい世帯が 
転入する 

若年層（0～15歳）が 
7年連続で転入超過！ 

（引っ越してくる数＞引っ越していく数） 

1988年 
10万人突破！ 

空
き
家
率
の
変
化 

新しいまちが 
沢山できる 

自然を求めて 
引っ越してくる 

ファミリー層や 
こどもが増える 

 

少子高齢化が進み、 
空き家が増加 

河内長野に文化財が多く残る理由の一つに、地盤の
強さ、があります。 
南海トラフの震度の予想でも河内長野市は比較的揺れ
が少ない地域になっています。 
大阪府の「強い地盤」ランキングでは、河内長野市は府
内で1番となっています。 

府内で1番地盤が強い河内長野 

リサイクル率 

府内２位 
私有林人工林面積 

府内１位 

「おおさか河内材」 
の生産地 

順
位 

市区町村 スコア 

１ 河内長野市周辺 92.5 

２ 富田林市周辺 85.8 

３ 堺市南区周辺 84.9 

【大阪府「強い地盤」ランキング】 

人口減少フェーズ 再生フェーズ 

1950 2020 2000 （年） 

こどもが育ち 
市から離れる 

河内長野市がある地域は、 
高野山、京都を結ぶ 
高野街道の合流地点として 
昔から栄えてきました。 
 
昭和29年（1954年） 
4月１日、 
長野町、三日市村、高向村、
天見村、加賀田村、川上村の
１町５村が合併 
 
東は金剛山地で奈良県に 
南は和泉山脈で和歌山県に
隣接 
 
大阪府内で3番目に広い 
 
面積の7割は森林 
 
石見川は府下唯一の全域水
質AA 
 
 

文化財の数 

府内２位 

資料４ 

行政改革度ランキング 全国第1位 
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